







The relationship between acquisition of knowledge on Rehabilitation Program Center 
（PFI prison in Japan） and attitude change for correctional facilities:
Effectual information for the social inclusion of people with criminal records













































































































































係 ・ 相互依存性（共通の目標で協力）・ 個人として知り



















































































































































































































など11項目について「 1 ．全く抵抗を感じない」「 2 ．










まりますか」と尋ね「 4 ．そう思う」「 3 ．ややそう思

















人数は、第 1 条件 N=51、第 2 条件 N=52、第 3 条件



















































































Table １ 　PFI 刑務所に対する態度（最尤法　プロマックス回転後のパターン行列）
 （N=210）
第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子
受刑者生活 公正運営 地域共生 再犯防止
● 受刑者が中で、施設の中でつらい思いをする 0.79 0.00 0.07 －0.05
● 受刑者が「二度と刑務所に入りたくない」と思う 0.7２ 0.05 0.04 0.07
受刑者の生活環境が、一般社会に近い －0.65 0.04 0.08 0.05
受刑者が、施設の外にいたときよりも快適な生活を送っている －0.6３ －0.04 －0.03 －0.09
公平 ・ 公正な手続きで、施設が開設された 0.08 0.7３ 0.09 －0.09
施設では、公正 ・ 公平な運営がなされている －0.05 0.70 0.09 －0.08
施設内での不正が行なわれにくい 0.19 0.5２ －0.18 －0.06
国や社会への貢献度が高い －0.14 0.5１ 0.19 0.08
防犯管理がしっかりしている 0.26 0.４４ －0.26 0.08
一般の人に社会的意義が理解されやすい 0.03 0.４１ 0.18 0.10
地域の人にとって、身近な施設である 0.13 0.04 0.7１ 0.00
地域の人に施設の中の様子が知られている －0.03 0.08 0.69 －0.05
● 中で何が行なわれているか、一般の人には見えにくい 0.05 －0.01 －0.6２ －0.05
民間の人が、受刑者の立ち直りに協力できる 0.00 0.11 0.59 0.06
出所後に、受刑者が再び犯罪をしなくなる 0.19 －0.14 0.06 0.79
● 出所後に再び刑務所に入所してしまう受刑者の割合が高い －0.11 0.09 －0.06 －0.7３
受刑者の社会復帰の意欲が高まる －0.17 0.07 0.08 0.４１
施設が、再犯防止の教育に力を入れている －0.17 0.23 －0.22 0.３8




5 点以下を低信頼群（52％）、 6 点以上を高信頼群
（48％）に二分した。両群を合わせて分布をみると、低
信念 ・ 低信頼 N=69（32.9％）、低信念 ・ 高信頼 N=56
（26.7％）、高信念 ・ 低信頼 N=41（19.5％）、高信念 ・ 高
信頼 N=44（21.0％）であった。
　さらに全実験条件を併せて、 2 （信頼低 ・ 信頼高）
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2 ．施設運





M SD M SD M SD M SD
受刑者生活 3.30 0.56 2.96 0.76 3.33 0.56 2.92 0.56 F（3,205）=6.62*** 3・1>2・4
公正運営 2.96 0.66 3.11 0.69 3.05 0.56 2.93 0.55 F（3,204）=0.941ns
地域共生 3.76 0.52 4.19 0.54 3.98 0.53 3.69 0.57 F（3,206）=9.31*** 2>3>1・4
再犯防止 3.47 0.70 3.51 0.63 3.49 0.66 3.23 0.54 F（3,206）=2.33† 2・3・1>4
PFI 刑務所出所者に対する
心理的距離
2.45 0.52 2.48 0.66 2.40 0.53 2.74 0.70 F（3,206）=3.32* 4>2・1・3
（元）受刑者一般に対する
受容的態度






























心理的距離、PFI 刑務所に対する認識（ 4 尺度）、公正
世界信念、一般刑務所への信頼、実験操作時の受刑者
状況の情報提示（無を 1 、有を 2 ）、実験操作時の施設




低信念 高信念 低信念 高信念 信頼主効果 信念主効果 交互作用
M SD M SD M SD M SD
受刑者生活 3.00 0.69 3.27 0.54 3.08 0.68 3.27 0.53 F（1,205）=1.99ns F（1,205）=6.70* 低 < 高 F（1,205）=0.21ns
公正運営 2.99 0.64 3.06 0.57 2.97 0.64 3.05 0.63 F（1,204）=0.04ns F（1,204）=0.637ns F（1,204）=0.00ns
地域共生 3.75 0.59 3.99 0.56 3.96 0.56 3.99 0.53 F（1,206）=1.98ns F（1,206）=2.90ns F（1,206）=1.76ns
再犯防止 3.36 0.61 3.51 0.71 3.39 0.59 3.49 0.69 F（1,206）=0.05ns F（1,206）=1.20ns F（1,206）=0.06ns
PFI 刑務所出所者に
対する心理的距離 2.65 0.69 2.54 0.65 2.47 0.51 2.36 0.56 F（1,206）=4.22* 低 > 高 F（1,206）=1.70ns F（1,206）=0.00ns
（元）受刑者一般に
対する受容的態度 2.58 0.49 2.73 0.37 2.75 0.39 2.90 0.35 F（1,206）=8.47** 低 < 高 F（1,206）=6.66* 低 < 高 F（1,206）=0.00ns
　*p<.05　**p<.01　***p<.001










PFI 刑務所出所者に対する心理的距離 －0.54 ***
受刑者生活 －0.09 .20 **
公正運営 0.10 † －.04
地域共生 0.22 *** －.19 *
再犯防止 0.04 －.06
公正世界信念 0.08 －.09
刑務所一般への信頼 0.18 ** －.16 *
受刑者状況情報提示（ 1 = なし 2 = あり） 0.06 －.21 **
施設運営情報提示（ 1 = なし 2 = あり） －0.09 －.07
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3 ） 4 つの条件別に 2 （信頼低 ・ 信頼高）× 2 （信念

























223人の大学生を対象にし、PFI 刑務所に関する情報を提示する実験を行った。参加者は以下の 4 条件に
振り分けられた：　⑴受刑者情報提示群、⑵施設運営情報提示群、⑶両情報提示群、⑷統制群。説明を
読んだあとで、参加者は PFI 刑務所や出所者に対する態度を尋ねる質問に回答した。その結果、⑴⑵⑶
条件では、統制群と比較して、PFI 刑務所出所者に対する心理的距離が近かった。また、刑務所に対す
る信頼が、刑務所出所者一般に対する受容的態度を促進させていた。結論として、日本の刑務所出所者
の社会的包摂のために、刑務所施設全体の信頼感を高めることの重要性と、矯正システムに関する広報
の有効性が議論された。
キーワード：社会的包摂、矯正システムの可視化、社会的制度的支持、刑務所、接触仮説
